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                   申し訳ありません 

１「あやぱに学級」とは 

 不登校の児童生徒に対し、自立の心を高め社会性を身につけさせるための指導援助を行うために開級された教室です。 

２ 入級対象は 

 石垣市内の小中学生で、不安などの情緒的混乱による不登校児童生徒です。 

３「あやばに」命名について 

 八重山を代表する歌に「鷲ぬ鳥節」があります。鷲が大きなアコウの木に雛を育て、元旦の朝、東の空に向かって飛び立つ様を歌っております。その歌

詞の中に「綾羽ば 生らしょうり ぴぃる羽ば 産だしょうり」というくだりがあります。  「綾羽（あやぱに）」とは、美しい羽という意味ですが、

雛が大きく成長し立派な鷲として飛び立って欲しいという願いと祈りを子ども達に託し「あやぱに」と命名されました。【あやぱに学級ＨＰより引用】 

市教育委員会課長が学校向けに発行している「心姿創全」という便りがあります。６月 30 日号は、みんなで共有したい内容だったので、紹介させてください。 

 「不登校」や「学ぶ力」等について「あやぱに学級通級激励会」によせて記されたものらしいです。 ぜひ子供たちとも話題にして語り合ってみてはいかがでしょうか。 


